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① 接続状態 ：ユニットの接続状態を色で表示します。 

  緑：接続中 

  灰：切断中 

② スレーブ ID ：テストを行うユニットのスレーブ ID（1～16）を指定します。 

 スレーブ ID は、ユニット側の ID 設定スイッチで決定されます。 

③ Open ：CAN マスタをオープンします。 

 テストを行う場合は必ず最初に実行します。 

④ Close ：CAN マスタとの接続を切断します。 

 テスト終了時は必ず実行します。 

⑤ StartComm ：CAN バスの通信設定を確定し、通信開始します。 

 通信中は、通信設定、フィルタ設定は実行できません。 

⑥ ResetComm ：CAN バス通信を停止します。 

⑦ 終了 ：テストツールを終了します。 

 終了前に必ず CAN 通信を停止してください。 

⑧ モニタ ：[モニタ]チェックボックスにチェックを入れると、テスト中のユニットへのデジタ

ル入出力状態を周期的に更新します。 

 表示の更新周期は[周期(mS)]に入力した値になります。 

⑨ 入力状態表示 ：テスト中のユニットのデジタル入力状態を表示します。 

 [モニタ]チェックボックスにチェックを入れていない場合、[InData]ボタンを押す

ことで、デジタル入力状態の表示を更新します。 

⑩ 出力状態表示 ：テスト中のユニットのデジタル出力を ON/OFF します。 

 [モニタ]チェックボックスにチェックを入れていない場合、[OutData]ボタンを押す

ことで、チェックボックスに従ってデジタル出力を更新します。 

⑪ 出力値の読み出し ：テスト中のユニットのデジタル出力状態を表示します。 

 [モニタ]チェックボックスにチェックを入れていない場合、[InOData]ボタンを押す

ことで、デジタル出力状態の表示を更新します。 

⑫ 通信設定 ：[GetCommSetting]ボタンを押すと、現在設定されている CAN インターフェースの通

信設定を読み出します。 

 [SetCommSetting]ボタンを押すと、現在入力されている CAN インターフェースの通

信設定を行います。 

⑬ フィルタリング設定 ：[GetAcceptanceFilter]ボタンを押すと、現在設定されている CAN バス上に流れるデ

ータのフィルタリング設定値を読み出します。 

 [SetAcceptanceFilter]ボタンを押すと、現在入力されている CAN バス上に流れるデ

ータのフィルタリング設定値を設定します。 

⑭ マニュアル操作 ：[SendMessage]ボタンを押すと、CAN メッセージの送信を行います。 

 [RecvMessage]ボタンを押すと、CAN メッセージの受信を行います。 

⑮ ステータス ：[GetMasterStatus]ボタンを押すと、CAN バスのステータスを取得します。 

⑯ エラーイベント ：[GetErrorEvent]ボタンを押すと、エラーバッファのエラー情報を取得します。 

⑰ バッファクリア ：[ClearBuffer]ボタンを押すと、入力したバッファやカウント値をクリアします。 

⑱ 実行結果 ：各ボタンを実行した時の実行結果が表示されます。 
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１－２ DIOユニット操作手順 
 

１）CAN 通信の初期設定を行う場合は「CANMstSetting.ini」を設定する必要があります。 

（設定ファイルについては、『CANMstSetting.INI 設定マニュアル』を参照して下さい） 

 

２）INtime カーネルが起動しており、デジタル入出力ユニットを接続している状態で、 

「C:\Program Files\ALGOSYSTEM\CAN\TstDIO.exe」を実行します。 

 

３）スレーブ ID を選択し、[Open]ボタン、[StartComm]ボタンを押して、デジタル入出力ユニットとの CAN

バス通信を開始します。 

 

４）[入出力値の操作]の上のパネルは入力データの各ビットに対応しています。 

［InData］ボタンを押すと関数が実行されます。入力データのビットが 1 のとき、対応するパネルが

青色に変化します。 

 

５）[入出力値の操作]の下のチェックボックスは出力データの各ビットに対応しています。 

データモニタのチェックボックスにチェックを入れることで出力データを作成します。［OutData］ボ

タンを押すと関数が実行されます。 

 

６）[出力値の読み出し]のパネルは出力データの各ビットに対応しています。 

［InOData］ボタンを押すと関数が実行されます。出力データのビットが 1のとき、対応するパネルが

青色に変化します。 

 

７）[モニタ]のチェックボックスをチェックすると、InData、OutData、InOData ボタンが[周期(mS)]で指

定された周期ごとに実行されます。 

 

８）[ResetComm]ボタン、[Close]ボタンを押して CAN バス通信を停止します。（テストツールを終了させる

前には必ず行って下さい） 

 

 

※ その他、テストツール上で通信設定、フィルタリング設定、マニュアル操作、及び各種ステータス監

視を行いたい場合は、CAN マスタモジュール導入マニュアルを参照してください。
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このマニュアルについて 

 

(１)本書の内容の一部または全部を当社からの事前の承諾を得ることなく、無断で複写、複製、掲載するこ

とは固くお断りします。 

(２)本書の内容に関しては、製品改良のためお断りなく、仕様などを変更することがありますのでご了承下

さい。 

(３)本書の内容に関しては万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤りなどお気付きのことがございま
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